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論文内容の要旨 

 

都市内の自然生態系は近年の急速な開発の影響により、多くの緑地や公共空間が減少したり、

破壊されたりして、新しい緑地空間を創出する機会が制約されたり喪失している。しかし、人々

が生活しやすく、環境と共存しやすく、より健康的で楽しい都市空間を創出するために、既存都

市空間に自然を再導入する必要性がより高まっている。一方で、都市コミュニティにより緑地環

境を改善するための活動が展開されており、都市環境の状態と美観を改良する取り組みも展開さ

れている。本論文の目的は、都市空間の再利用・再活性化による緑化促進及びそれによって誘因

されるコミュニティの活性化の効果を分析することである。そのために、都市緑地を増加する手

段として、都市内の未利用空間の活用手法を提示し、持続可能な都市・コミュニティの創出のた

めの必須要素としてのコミュニティ参加の役割を明らかにしている。 

＜第１章＞では、研究の目的と方法及び関連する既往の研究を述べている。 

＜第２章＞では、サスティナブル都市開発の概念と理念について紹介し、持続可能なコミュニ

ティ形成に向けた施策について論じている。 

＜第３章＞から＜第５章＞までは、それぞれの章においてケーススタディを取り上げて、都市

修復による緑化の利点や利益を具体的に明らかにしている。各章で取り上げられた 3 つのケース

スタディは、都市公園になったニューヨークの未利用高架鉄道（ハイラインパーク）、大改修によ

り再生された大阪の古い住宅団地（ＵＲ向ヶ丘第１住宅）、そして、京都市内での緑化された歴史

的な路地（中京区）である。これらのケースの空間構成の特徴を解析した上で、その空間の利用

者を対象とした意識調査を実施し、都市緑地の増加による都市空間及びコミュニティの活性化へ

の役割を例証している。その分析手法として、持続型社会に重要となる４つの持続可能性（社会、

経済、環境、資源）を評価対象とするサスティナブル環境診断手法(SEAM)を開発して持続可能性

のレベルを評価し、都市空間再利用の効果を分析している。この手法により導かれた研究成果は

サスティナブル・コミュニティの創出という視点からの都市空間の再構築手法に示唆を与えるも

のであり、本論文の最も独創的で有意義性が評価される点である。 

＜第６章＞は結論として得られた結果から、都市内残余空間の緑化再利用により導かれる都市コ

ミュニティの活性化手法と都市緑化の展望および将来の適用可能性を示している。 
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論文審査の結果の要旨 

 

 本論文の６つの章は、国際的研究集会や学術論文誌に審査を経て掲載、ないしは掲載が決定し

ている５編の論文を中心に構成されている。 

近年の急速な都市開発の影響による自然生態系の減少は、ヒートアイランド現象の深刻化や治

安の悪化など様々な環境的・社会的問題を増加させている。本論文は、既存都市空間の未利用空

間に自然緑地を再導入することで、都市空間を再活性化すること及びそれによって誘因されるコ

ミュニティの活性化の効果を提示している。その根拠を導き出すために 2 つの先進的なプロジェ

クト及び京都市内の伝統的街区を対象として空間構成の解析と利用者意識の調査を実施し、未利

用空間の活用による持続可能な都市コミュニティの創出効果について検証している。また、利用

者評価の検証手法として独自のツールを開発し、４つの持続可能性（社会、経済、環境、資源）

の側面から各プロジェクトの持続可能性の達成レベルを評価することで、未利用都市空間の再利

用の効果を分析している。その結果、未利用空間の緑化効果の多面的な側面が明らかになり、独

創的で有意義な研究成果が導かれている。 

都市空間の緑化は広場・公園や道路空間のみに着目されがちであるが、都市内にある無数の未

利用空間を活用しての都市空間の再活性化と持続的コミュニティの醸成という着眼点は独創的で

あり、きわめて社会的意義が高い。本論文で開発された研究手法は汎用的で様々な事例に適用が

可能であり、今後さらなる実証研究を積み重ねて、既存都市空間の活性化の可能性を追求してい

くことが期待される。 

以上のように、本論文は持続型社会を視野に入れた都市デザイン手法の新たな枠組みを提示し

ていることから、独創的で大きな学術的価値を有するものと認められる。 

本論文の内容は、以下の学術論文に報告されている。 
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